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論文内容要旨
 近年,高齢者に対する半月板切除術の機会が増すとともに,高齢者の半月板損傷は若年者の損
 傷とは断裂形態や臨床像が異なる事がしだいに分かってきた。報告の多くは高齢者には明白な受
 傷機転が無いにもかかわらず断裂,とりわけ水平断裂が見られる事を示唆しており,高齢者の半
 月板損傷には機械的因子もさる事ながら,加齢に伴う退行変化という内的因子が大きく関与して
 いると考えられるようになった。膝の退行変化のうち,骨,軟骨病変についての研究は多々見ら
 れるが,膝の重要な構成体である半月板については十分な検索は行なわれていない。
 本研究においては,高齢者の半月板の変性の状態を明らかにすべく43対の屍半月板を材料とし
 て用い,肉眼的観察を行なった後に外側および内側半月板の前節,中節,後節のそれぞれ中央よ
 り垂直横断面の切片を採取し,これより薄切切片を作成してElastica-Masson染色を施し,膠'
 原線維の変性について組織学的観察を行なった。組織学的観察にあたっては1つの断面を内縁部,
 中央部,外縁部の3区域に分け,計774区域における組織学的変化の質と区域内の変化巣の広が
 りの2点について調べた。
 肉眼的観察の結果,内縁のけば立ち,横断裂,垂直断裂,水平断裂,欠損等の変化が見られた。
 これらのうち内縁のけば立ちや横断裂は内縁部に限局した軽度の変化でありこれらは単独では症
 状を現わす可能性は低いと考えられ,臨床的意義は低いものとみなされた。これに対し,'垂直断
 裂,水平断裂,欠損は半月板の中央部および外縁部にまでおよぶ大きな変化であり,臨床症状を
 起こし得るものと考えられた。このうち垂直断裂は小さな浅い縦方向の断裂が1つの半月板にい
 くつも見られ,その表面がザクザクと割れたような様相を呈していた。水平断裂は文字どうり水
 平面の断裂であり,時に断裂片が欠落消失してしまった欠損を合併したり,垂直断裂を合併して
 いるものもあった。若年者に見られる明白な受傷機転を有する半月板損傷は,大腿骨面と径骨面
 の両面に開口する単一の大きな断裂形態をとる事が多いが今回観察された水平断裂や垂直断裂は
 明らかにこれとは異なる断裂形態であり高齢者独特の半月板の肉眼的変化と考えられた。このう
 ちでも水平断裂は特に高頻度に見られ高齢者に最も特徴的な変化と考えられた。また水平断裂は
 内側半月板の中節,後節にしか見られないという特徴を有していた。
 組織学的変化は質的には膠原線維のライトグリーンに対する染色性が低下し灰色を呈する型,
ザ
 染色性の低下した線維組織の中に小さな空胞を形成する型,健常線維の中に大きな空胞を形成す
 る型,軟骨を形成する型の4型が観察された。組織学的変化の広がりとして断面を3分割した各
 区域の中心部付近に限局して帯状に変化巣が認められるもの,変化巣が各区域の面積の2/1以下
 に認められるもの,各区域全体にまばらに変化巣が分布しているものの4型が観察された。組織
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 学的変化の質と広がりの組合わせといい,それからを区域別に見た場合の分布状態といい非常に
 複雑であったが,おおかたの傾向として,各断面については内縁部ではほとんど組織学的変化が
 認められないのに対し,中央部や外縁部では変化の現われているものが多く見受けられた。また
'
 前節,中節,後節の3者について組織学的変化の比較を行なうと,外側半月板では3者間に大き
 な差は認められなかったのに対し,内側半月板では前節にくらべて,中節と後節により強い変化
 が認められる傾向にあった。以上は半月板を総和としてとらえたものであるが,1例1例につい
 て対をなす半月板として外側と内側を比較してみると,組織学的変化が軽いものには外側,内側
 同程度の変化を示すものが多かったか,中等度以上の変化を示すものには内側半月板に変化の強
 いものが多く見られた。
 肉眼的所見と組織学的所見を照らし合わせてみると,水平断裂を有する内側半月板はそれ以外
 の内側半月板にくらべて組織学的変化がやや強いという傾向があった。しかし,1断面について
 は内縁部よりも中央部や外縁部に変化が強く,前節,中節,後節の比較では前節に比較して中節
 や後節に変化が強いという一般的傾向は変わらなかった。そして水平断裂のないものの中にも,
 これを有する半月板に匹敵する程の組織学的変化を示すものが認められた。
 以上より水平断裂は組織学的にも肉眼的にも正常な半月板に突発的に起こるのではなく,肉眼
 的に正常な半月板でも内部の変性は進行しており,その結果として水平断裂が起こるものと考え
 られた。
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 審査結果の要旨
 一般に膝関節の半月板損傷は若年者のスポーツに関係する外傷としてしられているが,近時高
 令者の半月板切除の機会が増すとともに,高令者では受傷機転がないにかかわらず断裂,とりわ
 け水平断裂の見られることがわかってきた。これは加令に伴う半月板の退行性変化という因子が
 関与していることが考えられているが,実際に高令者の半月板にどのような変化が起っているか
 未だ明らかにされていない。このようなことから,著者は高令者の半月板変性の状態を明らかに
 すべく,50才以上の43対の屍体半月板を材料とし,まず肉眼的に半月状内縁のけば立ち,横断裂,
 垂直断裂,水平断裂,欠損等の変化の形態や局在を観察している。ついで内・外側半月板からそ
 れぞれ前節部,中節部,後節部の垂直切片の組織標本をつくりElastica-Masson染色を施し,
 膠原線維変性の種類並びにその広がりを観察している。
 肉眼的所見で臨床的に意味あると思われるものは水平断裂,垂直断裂,欠損であるが,これら
 の変化は外側半月板にはみられず,内側半月板では全例の1/5に認め,高令者の変化は内側半月
 板優位であることを示している。また断裂形態をみると,垂直断裂では浅い小亀裂が沢山みられ,
 あるいは水平断裂では欠損や垂直断裂を合併していて,若年者の形態と異なることを明らかにし
 ている。
 組織学的に膠原線維の状態をみると,外側半月板では23%に,内側半月板では30%に変化をみ
 ている。変化の程度は多様であるが,変化の程度の軽いものは,内側半月板と外側半月板とにほ
 とんど変りはないが,中等度以上の変化のものは内側半月板の方がより強い変化を呈する傾向の
 あることを示している。また部位的にみると半月板の中央部から外縁部にかけての変化が多くみ
 られ,また外側半月板では前節,中節,後節で組織学的変化の程度に大差をみなかったが,内側
 半月板では前節に比し中節と後節に強い変化のあることを示している。
 著者は高令者の半月板の地図的に詳細な形態学的観察を行っている。このような観察は従来行
 われていないものである。この観察により高令者の半月板変性の状態を明らかにしたといえる。
 このようなことを勘案すると,本論文は学位に該当するものと審査した。
ゲ
 一452一
一一一
